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第３四半期の業績は「減収増益」となりました。

売上高は、▲１，２８５億円減の１兆２，３３５億円となりました。これは、
「ガスセグメント」における原料費調整に伴う都市ガス単価減、新型コロナ
影響等による都市ガス販売量減等が主な要因です。

営業費用は、＋１，３９６億円増の１兆１，６７７億円となりました。これ
は、「ガスセグメント」における原油価格下落の影響、新型コロナ影響等に
よる都市ガス販売量減等が主な要因です。

この結果、営業利益は＋１１０億円増の６５７億円、経常利益は＋５４億円
増の６２３億円となりました。

これに加えて、特別損益において▲３８億円を計上し、法人税等を控除した
結果、親会社株主に帰属する当期純利益は、＋１１７億円増の４５３億円と
なりました。

なお、減損損失▲７５億円は、第２四半期に計上した海外事業に関わる減損
損失▲６４億円と同一案件で、第３四半期において将来の油価見通し等を洗
い替えたものとなります。

キャッスルトン・リソーシズ社の子会社化に伴う投資有価証券評価損▲４０
億円と負ののれん発生益２９億円は、第２四半期から変更ありません。

また、第３四半期に政策保有株の一部売却を行い、投資有価証券売却益４７
億円を計上しました。
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ガス販売量についてご説明いたします。

第３四半期のガス販売量は、▲１０．２％減の８９億１,２００万m3となり
ました。発電用における、大口件名の契約終了や、新型コロナ影響等にとも
なう稼働減による、▲６億１,４００万m3の減少が主な要因です。

新型コロナ影響は、家庭用・業務用・卸における「その他」に、一部含まれ
ており、家庭用においては巣ごもりにより需要が増えました。
業務用においては主に飲食店・ホテルでの需要減がありましたが、経済活動
の再開等に伴い、１１月にかけて徐々に回復傾向にありました。
工業用については、発電用において１２月の電力需要増等により、需要が増
えました。
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電力販売量についてご説明いたします。

第３四半期の電力販売量は、全体では＋２４．９％増の
１７６億８，５００万kWhとなりました。

小売においては、契約件数の増加により＋２４．０％増の
７１億５,２００万kWhとなりました。卸他についても電力卸取引所への販
売増加等により＋２５．５％増の１０５億３，３００万kWhとなりました。

新型コロナの影響については、第２四半期同様、巣ごもりによる小売電力販
売量増があったものと考えております。

5



セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント利
益とその増減を記載しております。

セグメント利益については、「ガスセグメント」における＋８３億円増、
「電力セグメント」における＋９７億円増が、全体利益を押し上げておりま
す。
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ガスセグメントの＋８３億円の増益は、ＬＮＧ販売における▲５０億円減を、
都市ガスの粗利増＋１７億円と固定費減＋１１８億円で補いました。

電力セグメントは、小売り件数増や、在宅時間増に伴う販売量増による粗利
増や、小売販売経費減等に伴う固定費減等により、＋９７億円増となりまし
た。

海外セグメントは、北米上流事業を行う新規連結子会社における利益増が
あったものの、他の上流プロジェクトにおける利益減や、中下流プロジェク
トを行う持分法適用会社における利益減等により、▲９４億円減となりまし
た。

第２四半期同様、新型コロナの影響については、各セグメントのボックス下
部に概算額をお示しております。なお、新型コロナの影響だけを切り出すこ
とは難しいため、影響額は記載されている各要因にも含まれていることにご
留意ください。
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２０２０年度通期につきましては、「増収減益」と見通しております。見通
しの前提となる１月以降の経済フレームは、為替レートを１ドル１１０円か
ら１０５円に、原油価格については１バレル４５ドルから５０ドルに、それ
ぞれ変更しております。

売上高は＋２７０億円の１兆８，０１０億円と見通しております。これは、
「ガスセグメント」における、低気温等に伴う発電用等のガス販売量増が主
な要因です。

営業費用は＋３５０億円の１兆７，２２０億円と見通しております。これは
ＪＥＰＸ価格高騰等が主な要因です。

この結果、営業利益は▲８０億円の７９０億円、経常利益は▲１２０億円
の６８０億円、親会社株主に帰属する当期純利益は、▲７０億円の
４９０億円と見通しております。

減益の主な要因は、ＪＥＰＸ市場価格の高騰による電力セグメントのマイ
ナス影響によるものです。
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この見通しのベースとなるガス販売量の見通しについてご説明いたします。

ガス販売量は、前回見通しとの対比で＋２．９％、３億７千万m3の増加を
見込んでおり、その内、気温影響は▲０.４％、▲２千６百万m3です。前回
見通しからの修正は、１２月までの実績を反映させたほか、家庭用について
巣ごもり影響等を反映しております。
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電力販売量についてご説明いたします。

電力販売量は、前回見通しとの対比で＋１．９％、の２４６億１，５００万
kWhを見通しており、主に卸他の販売量増を見込んでおります。
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セグメント別の売上高および利益の見通しと、前回見通しに対する増減を記
載しております。

セグメント利益は７８８億円、前回見通しに対して▲９１億円と見通してお
ります。
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セグメント利益の主な増減について、説明いたします。

ガスセグメントにおいては、都市ガスの販売量増等に伴う粗利増等による増益が、
ＬＮＧ販売における、ＬＮＧ需給逼迫対応による減益を上回り、＋３９億円と見通
しています。

電力セグメントにおける▲１２５億円は、ＪＥＰＸ価格高騰影響等に伴う粗利減に
よるものです。

ＬＮＧ需給逼迫やＪＥＰＸ価格高騰といった要因により、前回見通しに対して、第
３四半期までに積み上がっていた利益が縮小し、減益となる見通しです。
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前年度実績と対比した、セグメント別の売上高およびセグメント利益の見通
しと、その増減についてお示ししております。
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ガスセグメントでは、巣ごもり等に伴う家庭用ガス販売量増加による都市ガ
ス粗利増を見通すものの、ＬＮＧ販売における、ＬＮＧ需給逼迫対応等によ
り、▲２３億円と見通しています。

電力セグメントでは、小売件数の増加に伴う販売量増等による粗利が増加す
るものの、ＪＥＰＸ価格高騰影響等に伴う粗利減により▲６９億円と見通し
ています。

海外セグメントでは、原油価格の下落に伴う上流プロジェクトの利益減によ
る影響が大きく、▲１０１億円と見通しています。

エネルギー関連セグメントでは、新型コロナ影響による工事件数の減少等
により、▲３０億円と見通しています。

不動産セグメントでは、ムスブ田町の竣工に伴う先行費用の発生による影響
が大きく、▲２８億円と見通しています。

その他セグメントでは、船舶事業の運賃収入減により、▲２９億円と見通し
ています。
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ご参考として、第１四半期にお示しした「前年度からの変化要素」と同じ括
りで、第３四半期時点の見通しをお示ししております。

項目別に見ますと、ＪＥＰＸ価格高騰影響により「その他利益増減」が悪化
している一方で、巣ごもり等に伴う家庭用ガス販売量増加による都市ガス粗
利増により「新型コロナ影響」の見通しが改善しています。
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２０２０年度におけるキャッシュフローの使途の見通しをお示ししておりま
す。

第３四半期までに意思決定した設備投資・投融資により、前年度実績を大き
く上回る見通しです。

一方、各案件の進捗を踏まえた精査により、前回見通しに対しては大きく下
回る見通しです。
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連結ベースの主要計数を掲載しております。
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巻末には、参考資料として経済フレーム感度表に加え、原油価格・為替レー
ト、本年度の本日までの主なプレスリリース、主な海外投資案件、電力・都
市ガスのスイッチング件数の推移等を掲載しておりますので、ご参照くださ
い。
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